
■人口 312,547人［２月末日現在（前年比−425）］ ■火災件数 ８件［２月分（前年比＋１）］ ■交通事故件数 926件［２月分］

４月上旬号広 報

本欄は広告であり、広告の内容に関する一切の責任は広告主に帰属します。
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美し国三重市町対抗駅伝 国道１号北勢バイパス開通式

皆さん、こんにちは！トッキーこと、
市長の田中俊行です。
今回は、本市の主催で、家族によ

るアンサンブルを対象とした、極
めてユニークな「全国ファミリー音
楽コンクール」について話します。
このコンクールは「家族」と「絆」

をテーマとしており、音楽表現だ
けではなく、家族のつながりが感
じられるかどうかも重要な評価の
ポイントとなっています。
今年で第４回を迎えるこのコン

クールは、徐々にではありますが、

回を重ねるごとに全国の皆さんに
着実に浸透し、四日市の文化力の
発信やシティセールスに貢献して
いると感じています。
昨年開催した第３回のコンクー

ルでは、全国から70組のご応募を
いただき、その中から予選審査を
通過した15組の家族による心温
まる演奏によって、会場は感動に
包まれ、大盛況のうちに終えるこ
とができました。
核家族化が進み、家族のつなが

りが希薄になっている中、このコ
ンクールへの出場を目指して練習
に励み、家族の絆が深まったとい
う出場者の声もいただいています。

音楽好きの市民の皆さん、ぜひ
この機会に、気軽に参加してみま
せんか。

「全国ファミリー音楽コンクール inよっかいち」
にご参加を！

四日市市長
田中 俊行

今年で８回目となる「美し国三重市町対抗駅伝」
の開会式に、選手・監督とともに出席しました。こ
の大会は、県内各市町が小学生から大人までのラン
ナー10人でチームを作り、津市から伊勢市までの
42.195キロを競う駅伝大会です。
開会式では、第１走者の小学生ランナーに、市民

の皆さんの熱い思いも込めてたすきを渡しました。
結果は惜しくも２位でしたが、四日市チーム歴代

最高のタイムでゴールしてくれた選手たちから大き
な感動をもらいました。中でも、２人の選手が区間
賞を獲得し、本市のレベルの高さを実感しました。
今後も、多くの市民に勇気と元気を与えてくれる

スポーツを通じ
て、活力あるまち
づくりを推進して
まいります。

３月７日（土）、「国道1号北勢バイパス開通式」が
山之一色町で盛大に開催されました。式典に先立ち、
三重北小学校児童の皆さんが通学路として利用する
歩道橋の完成式も行われました。
北勢バイパスは、国道１号、23号の渋滞緩和によ

って、地域の産業振興や生活環境の改善を図るとと
もに、南海トラフ巨大地震の際の緊急輸送道路（命
の道）としての機能を持つ、非常に重要な輸送道路
です。
今回の部分開通を契機に、三重県と連携しつつ、

国土交通省や県
選出の国会議員
等に対し、要望
活動をさらに強
化してまいりま
す。

開会式でたすきを
渡す市長

出場ファミリー募集
本選日時 10月18日（日）
本選会場 文化会館 第１ホール
司会・進行 青島広志さん
申し込み ７月17日（金）（必着）

グランプリには賞金100万円
その他賞金・賞品多数

詳しくは、HPｈｔｔｐ://ｗｗｗ.ｃｉｔｙ.
ｙｏｋｋａｉｃｈｉ.ｍｉｅ.ｊｐ/ｍｕｓｉｃ/また
は、広報よっかい
ち４月下旬号をご
覧ください。
■問い合わせ先
文化振興課
緯354−8239 胃354−4873

（ ）

地元の小学生による
テープカット


